
 

令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 鹿児島県 】 

学校名【 大和村立大和中学校  】 

１ 実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２ 実施対象者 

 

（学 年 ･人 数） 

全校生徒   ３７人 

村内小学生  ２１人 

保護者・教員 ３０人 

３ 展開の形式 （１） 学校における活動 

① 行事名（ オリンピック・パラリンピック講演会 ） 

② その他（ 創意 ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（  家庭教育学級  ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

（１）オリンピック・パラリンピックについての目的や意義について学ば
せ，2021 年自国開催の機運醸成を図る。 

（２）パラリンピアンの生き方や価値観に触れさせ，生徒自身にこれから
の生き方を考えさせる。 

５ 取組内容 

 

 

 

 

 

 

時 期 内     容 

７月 オリンピック・パラリンピックについて調べよう 

１０月 事前授業 

パラリンピックについて 

「I’mPossible」を活用 

１０月 道徳 

「今度は私の番だ」 

１１月 パラリンピアンの生き方について学ぼう 

「車いすテニスプレイヤー 国枝慎吾」についての映像を

視聴する。 

１１月 車いすバスケットボールについて学ぼう。 

「車いすバスケットボールについてのルールを学ぶ」 

１１月 オリンピック・パラリンピック講演会 

車いすバスケットボールプレイヤー網本麻里さんによる講

演・実技指導 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

６ 主な成果 

 

（１） 特にパラリンピックについてはあまり馴染みがなかったので，事

前指導を行うことによって興味・関心が高まったように感じた。村

内の各小学生も当日の講演を聴かせることにより，本講演が学校，

保護者，地域が一体となったものとなった。 

（２） 講話の中での網本さんの挫折した時の話や，自分の障がいに対し

ての考え方を実際に聞くことにより，自己を振り返るよい機会にす

ることができた。 

（３） 全員が車いすに乗って競技を体験することにより，網本さんが相

当な努力の末に様々な技能を身に付けたことを感じさせることが

できた。このことで，自分の今の努力について振り返らせ，向上心

を持って生活することの大切さを考えさせることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

（１） オリンピック・パラリンピック講演会の効果が上がるように事

前学習を計画的に実施した。 

（２） 実施計画を細かく作成することにより，全員が車いすバスケット

を体験できるように工夫をした。 

８ 主な課題等 （１） オリンピック・パラリンピック・ムーブメント事業を核とした学

校独自のカリキュラムを確立していくことが課題である。 

（２）競技用車イスの確保が課題である。 

９ 来年度以降

の実施予定 

（１） 来年度もオリンピック・パラリンピック・ムーブメント事業を中

心として実施したい。 

 


